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国と地方の協議の場（令和5年度第2回）の会合の様子（出典：首相官邸ホームページより）

ま
た
、
坊
会
長
は
今
春
の

統
一
地
方
選
挙
に
つ
い
て
触

れ
、
女
性
議
員
が
躍
進
し
た

一
方
で
、
低
投
票
率
、
議
員

の
な
り
手
不
足
が
続
い
て
い

る
と
指
摘
。
若
者
や
女
性
、

会
社
員
な
ど
多
様
な
人
材
の

市
議
会
へ
の
参
画
促
進
の
た

め
、
国
に
お
い
て
主
権
者
教

育
の
一
層
の
推
進
の
ほ
か
、

労
働
法
制
の
見
直
し
や
厚
生

年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員
の

加
入
な
ど
に
取
り
組
む
よ
う

求
め
た
。

本
会
の
坊
恭
寿
会
長
（
神

戸
市
）、
全
国
都
道
府
県
議

を
示
し
た
う
え
で
、
そ
の
推

進
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
の

意
見
を
聴
取
す
る
仕
組
み
を

設
け
て
、
地
方
自
治
の
本
旨

と
地
方
分
権
の
理
念
と
の
整

合
性
を
図
る
よ
う
求
め
た
。

ま
た
、参
議
院
に
お
け
る
与

野
党
間
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
た
国
会
審
議
の
検
討

状
況
に
触
れ
、
地
方
議
会
に

お
け
る
本
会
議
へ
の
対
象
拡

大
も
含
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
の
取
組
へ
の
支
援
を
求
め

た
。

令
和
5
年
度
第
2
回
国
と

地
方
の
協
議
の
場
が
10
月
19

日
、首
相
官
邸
で
開
催
さ
れ
、

▽
デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改
革
及

び
地
方
分
権
改
革
の
推
進
▽

こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
▽
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
総
点
検
―
を
議

題
に
地
方
六
団
体
代
表
と
岸

田
文
雄
首
相
は
じ
め
関
係
閣

僚
が
協
議
し
た
。

坊
恭
寿
会
長
は
、
地
方
創

生
と
デ
ジ
タ
ル
化
、
社
会

保
障
、
防
災
・
減
災
な
ど
の

重
要
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
令
和
６
年
度
以
降
も
地

方
財
政
の
歳
出
の
伸
び
を
確

実
に
確
保
し
た
う
え
で
、
地

方
税
・
地
方
交
付
税
等
一
般

財
源
総
額
の
着
実
な
増
額
を

求
め
た
。
ま
た
、
こ
ど
も
・

子
育
て
支
援
加
速
化
プ
ラ
ン

の
着
実
な
実
現
の
た
め
、
児

童
手
当
の
拡
充
等
全
国
一
律

で
行
う
施
策
に
加
え
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
行
う
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
の
双
方
に
つ
い

て
、
安
定
財
源
の
確
保
と
万

全
の
財
政
措
置
を
求
め
た
。

デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改
革
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

国
と
地
方
の
行
財
政
の
仕
組

み
を
見
直
す
も
の
と
の
理
解

「一般財源総額 着実な増額を」坊 会長 令 和 6 年 度 以 降
歳 出 の 伸 び 確 保

令 和 5 年 度 第 2 回 国 と 地 方 の 協 議 の 場

会
議
長
会
の
山
本
徹
会
長

（
富
山
県
）、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
の
渡
部
孝
樹
会
長

（
北
海
道
厚
真
町
）
は
10
月

20
日
、
札
幌
市
で
三
議
長
会

会
長
会
議
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
地
方
議
会
に

対
す
る
住
民
の
理
解
と
関
心

を
深
め
、
多
様
な
人
材
の
地

方
議
会
へ
の
参
画
促
進
の
一

助
と
す
る
た
め
、
三
議
長
会

会
長
連
名
で
主
権
者
教
育
の

一
層
の
推
進
を
求
め
る
決
議

を
行
い
、
政
府
に
対
す
る
要

請
活
動
を
実
施
し
て
い
く
と

の
方
針
を
確
認
し
た
。

会 合 で 方 針 確 認会 合 で 方 針 確 認
三議長会
会 長

主 権 者 教 育 主 権 者 教 育 

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
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▽
小
野
沢
猛
史
（
函
館
）
▽
橋
本
博
（
北

広
島
）
▽
工
藤
禎
子
（
黒
石
）
▽
濱
欠
明
宏

（
久
慈
）
▽
沼
田
健
一
（
岩
沼
）
▽
原
勇

喜
（
栗
原
）
▽
佐
藤
義
久
（
潟
上
）
▽
鎌

田
正
（
大
仙
）
▽
佐
藤
明
（
南
陽
）
▽
殿

岡
和
郎
（
南
陽
）
▽
髙
橋
一
由
（
福
島
県
・

伊
達
）
▽
黒
川
輝
男
（
古
河
）
▽
平
井
誠

（
下
妻
）
▽
小
薗
江
一
三
（
笠
間
）
▽
豊
島

葵（
つ
く
ば
み
ら
い
）▽
岡
田
修
一（
前
橋
）

▽
上
岡
克
己
（
み
ど
り
）
▽
鈴
木
潔
（
志

木
）
▽
宇
都
宮
高
明
（
成
田
）
▽
日
暮
榮
治

（
柏
）
▽
根
本
太
左
衛
門
（
香
取
）
▽
遠
藤

源
太
郎
（
西
東
京
）
▽
阿
蘇
佳
一
（
秦
野
）

▽
山
森
文
夫
（
砺
波
）
▽
竹
田
一
郎
（
輪

島
）
▽
杉
田
隆
一
（
能
美
）
▽
松
本
朗
（
坂

井
）
▽
田
中
一
臣
（
山
梨
県
・
中
央
）
▽
北

島
定
（
浜
松
）
▽
丸
山
隆
弘
（
新
城
）
▽

西
川
仁
（
草
津
）
▽
鈴
木
市
朗
（
野
洲
）
▽

本
城
隆
志
（
城
陽
）
▽
山
田
千
枝
子
（
向

日
）
▽
友
田
博
文
（
和
泉
）
▽
内
海
辰
郷

（
箕
面
）
▽
神
田
隆
生
（
箕
面
）
▽
浅
川
健

造
（
東
大
阪
）
▽
佐
藤
絹
子
（
鳴
門
）
▽

田
中
堅
太
郎
（
大
洲
）
▽
川
口
浩
（
福
岡
）

▽
田
中
博
文
（
飯
塚
）
▽
道
祖
満
（
飯
塚
）

▽
末
吉
孝
（
宗
像
）
▽
中
村
和
美
（
八
代
）

▽
松
本
和
幸
（
水
俣
）
▽
栗
下
政
雄
（
え

び
の
）
▽
平
山
哲
（
鹿
児
島
）
▽
片
平
孝
市

（
鹿
児
島
）
▽
秋
広
正
健
（
鹿
児
島
）

日
、
東
京
・
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー

ル
麹
町
で
行
わ
れ
、
本
会
か

ら
大
津
亮
一
副
会
長
（
水
戸

市
議
会
議
長
）
が
来
賓
と
し

て
出
席
し
た
。

感
謝
状
は
、
地
方
議
員
と

し
て
通
算
35
年
以
上
在
職

し
、
地
方
自
治
の
発
展
に
顕

著
な
功
労
が
あ
っ
た
と
認
め

ら
れ
る
方
に
贈
呈
さ
れ
る
。

本
年
度
に
贈
呈
を
受
け
た

71
人
の
う
ち
、
市
区
議
会
議

員
は
50
人
（
下
掲
）。

式
典
で
は
、
鈴
木
淳
司
総

務
大
臣
か
ら
式
辞
が
述
べ
ら

れ
た
後
、
感
謝
状
並
び
に
記

念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
、
市
区

議
会
議
員
を
代
表
し
、
鈴
木

潔
志
木
市
議
会
議
長
が
受
領

し
た
。

続
い
て
、
浮
島
智
子
衆
議

院
総
務
委
員
長
ら
来
賓
か
ら

の
祝
辞
や
祝
電
披
露
な
ど
が

行
わ
れ
、
代
表
者
か
ら
謝
辞

が
あ
っ
た
。

「
令
和
5

年
度
都
道
府

県
議
会
議
員

及
び
市
町
村

議
会
議
員
総

務
大
臣
感
謝

状
贈
呈
式
」

が
10
月
16 代表受領する鈴木志木市議会議長（右）

感
謝
状
贈
呈
者
50
人

名
簿
順
、
敬
称
略

大津副会長（水戸市）

地
方
自
治
功
労
を
称
え

地
方
自
治
功
労
を
称
え

市
議
市
議
5050
人
に
感
謝
状

人
に
感
謝
状
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高速協高速協

を
要
望

を
要
望

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議

会
協
議
会
（
会
長
＝
石
橋
浩

人
相
馬
市
議
会
議
長
）
は
10

月
17
日
、
第
１
回
理
事
会
を

全
国
都
市
会
館
で
開
催
。
高

速
道
路
建
設
・
整
備
促
進
等

に
関
す
る
要
望
書
を
決
定
し

た
。石

橋
会
長
は
冒
頭
あ
い
さ

つ
で
、
各
地
で
相
次
ぐ
豪

雨
・
台
風
に
よ
る
洪
水
の
被

害
を
受
け
た
地
域
・
被
災
者

に
お
見
舞
い
の
言
葉
を
述
べ

た
。
続
け
て
、
高
速
道
路
に

は
未
整
備
区
間
が
未
だ
多
く

残
さ
れ
、
そ
の
地
域
で
は
経

済
機
会
の
損
失
や
、
災
害
時

に
お
け
る
救
助
活
動
・
物
資

の
輸
送
に
課
題
が
生
じ
て
い

る
現
状
を
指
摘
。「
こ
れ
ら
の

課
題
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も

積
極
的
な
要
望
活
動
を
展
開

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

述
べ
た
。

理
事
会
で
決
定
し
た
要
望

書
は
、
①
建
設
促
進
②
安
全

石橋高速協会長
（相馬市）

西村監事
（鳥取市）

対
策
の
推
進
③
高
速
道
路
の

機
能
向
上
と
利
便
性
の
拡
大

④
料
金
制
度
―
の
４
項
目
を

柱
と
す
る
も
の
で
（
全
文
は

本
会
ウ
ェ
ブ
掲
載

）、特
に

高
速
道
路
の
早
期
整
備
と
財

源
確
保
、
暫
定
２
車
線
区
間

の
４
車
線
化
、防
災
対
策
、老

朽
化
対
策
、
事
故
防
止
対
策

等
の
推
進
な
ど
を
強
く
求
め

て
お
り
、
地
元
選
出

の
国
会
議
員
ら
に
要

望
活
動
を
行
う
と
し

た
。ま

た
、
令
和
４
年

度
決
算
に
つ
い
て
、

事
務
局
の
説
明
の
後
、

西
村
紳
一
郎
監
事

（
鳥
取
市
議
会
議
長
）

か
ら
監
査
結
果
報
告

が
あ
り
、
こ
れ
を
了

承
。
来
年
２
月
開
催

の
第
50
回
定
期
総
会

に
提
出
す
る
と
し
た
。

講
師
説
明
で
は
、

国
土
交
通
省
道
路
局

高
速
道
路
課
の
田
中

創
高
速
道
路
事
業
調

整
官
が
「
高
速
道
路

を
取
り
巻
く
最
近
の

加藤国交大臣政務官（右から６人目）

情
勢
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

令
和
６
年
度
道
路
関
係
予
算

概
算
要
求
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

理
事
会
終
了
後
、
正
副
会

長・監
事・相
談
役
は
、
加
藤

竜
祥
国
土
交
通
大
臣
政
務

官
、
丹
羽
克
彦
国
土
交
通
省

道
路
局
長
に
対
し
て
要
望
書

を
手
交
し
、
面
談
要
望
を

行
っ
た
。

第1回理事会の模様

理事会理事会

高
速
道
路
建
設

高
速
道
路
建
設

整
備
促
進

整
備
促
進

第
33
次
地
方
制
度
調
査
会

第
20
回
専
門
小
委
員
会
が
10

月
23
日
、
全
国
都
市
会
館
で

開
催
さ
れ
た
。

会
議
で
は
、
前
回
の
小
委

員
会
で
行
わ
れ
た
地
方
六
団

体
か
ら
の
意
見
聴
収
の
内
容

な
ど
を
踏
ま
え
、「
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
経
済
社
会
に
対
応

す
る
地
方
制
度
の
あ
り
方
に

関
す
る
答
申
」
素
案
に
つ
い

て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

中
で
も
国
民
の
安
全
に
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
特
例

的
な
措
置
と
し
て
、
国
民
の

生
命
や
財
産
が
脅
か
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
場
合
に
国
か
ら

自
治
体
へ
必
要
な
指
示
を
行

え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
た
。

第第
3333
次
地
制
調

次
地
制
調

第第
2020
回
専
門
小
委

回
専
門
小
委

政
府
は
10
月
６
日
、
８
月

12
～
17
日
の
間
に
発
生
し
た

暴
風
雨
に
よ
る
災
害
（
令
和

５
年
台
風
第
７
号
）
に
つ
い

て
、
激
甚
災
害
に
指
定
す
る

こ
と
を
閣
議
決
定
し
た
（
10

月
12
日
公
布・施
行
）。

同
災
害
は
東
海
・
近
畿
・

中
国
の
各
地
方
に
甚
大
な
被

害
を
及
ぼ
し
、
特
に
鳥
取

県
で
は
県
内
の
被
害
額
が

３
１
６
億
円
に
上
っ
た
。

激
甚
災
害
指
定
に
よ
り
、

被
災
地
域
に
は
①
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
事
業
等
に
関

す
る
特
別
の
財
政
援
助
②
農

地
等
の
災
害
復
旧
事
業
等
に

係
る
補
助
の
特
別
措
置
③
農

林
水
産
業
共
同
利
用
施
設
災

害
復
旧
事
業
費
の
補
助
の
特

例
―
な
ど
の
措
置
が
適
用
さ

れ
る
。

ま
た
、
政
府
は
９
月
に
発

生
の
令
和
５
年
台
風
第
12
号
、

第
13
号
の
暴
風
雨
等
に
よ
る

災
害
に
つ
い
て
も
激
甚
災
害

指
定
を
行
う
見
込
み
で
、
特

に
日
立
市
、
勝
浦
市
、
鴨
川

市
な
ど
に
対
し
て
は
局
地
激

甚
災
害
指
定
が
適
用
さ
れ
る

見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

暴

風

雨

災

害

暴

風

雨

災

害

激

甚

指

定

激

甚

指

定

https://www.si-gichokai.jp/request/request-kyogi/jidosya/__icsFiles/afieldfile/2023/10/18/kousokuyoubousyoR0510_1.pdf
https://www.si-gichokai.jp/request/request-kyogi/jidosya/__icsFiles/afieldfile/2023/10/18/kousokuyoubousyoR0510_1.pdf
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市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
１
０
９
万
７
８
１

４
人
（
令
和
５
年
10
月
１

日
）

▽
面
積　
７
８
６・35
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
仙
台
藩
祖

伊
達
政
宗
の
居
城
の
城
下
町

と
し
て
発
展
。
明
治
22
年
の

市
制
施
行
に
よ
り
仙
台
市
が

誕
生
し
、
昭
和
42
年
に
50
万

人
を
突
破
し
た
市
の
人
口

は
、
宮
城
町・泉
市・秋
保
町

と
の
合
併
や
、
平
成
元
年
の

政
令
指
定
都
市
へ
の
移
行
を

経
て
、
１
０
９
万
都
市
へ
と

成
長
。
平
成
23
年
の
東
日
本

大
震
災
で
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

将
来
の
災
害
や
気
候
変
動
リ

ス
ク
な
ど
の
脅
威
に
も
備
え

た
「
し
な
や
か
で
強
靭
な
都

市
」
に
向
け
、「
防
災
環
境
都

市
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
る
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
市
章
は
、
伊

達
家
の
紋
章「
三
ツ
引
両（
竪

引
両
）」
か
ら
考
案
さ
れ
、仙

台
市
の
「
仙
」
の
字
を
図
案

化
。市
の
花
は
ハ
ギ
、木
は
ケ

ヤ
キ
、
鳥
は
カ
ッ
コ
ウ
、
虫

は
ス
ズ
ム
シ
。

【
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
】

　
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
の

た
め
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導

入
し
、
令
和
４
年
12
月
か
ら

完
全
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
し
た
。

令
和
５
年
３
月
に
は
、「
太
陽

光
発
電
事
業
の
健
全
か
つ
適

正
な
導
入
、
運
用
等
の
促
進

に
関
す
る
条
例
」
を
議
員
提

案
に
よ
り
制
定
。
市
役
所
建

替
に
向
け
た
仮
移
転
に
伴
い
、

令
和
５
年
６
月
、
58
年
間
親

し
ま
れ
た
議
事
堂
の
歴
史
に

仙台七夕まつり（写真提供＝仙台市）

杜
の
都
と
言
わ
れ
る
本
市

は
、
仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
公

の
植
林
政
策
に
端
を
発
す

る
、
市
民
が
長
い
年
月
を
か

け
て
育
て
て
き
た
豊
か
な
緑

と
都
市
機
能
が
調
和
し
た
街

で
す
。５
月
に
は
、初
夏
の
風

物
詩
「
青
葉
ま
つ
り
」、８
月

に
は
絢
爛
豪
華
な
七
夕
飾
り

が
市
内
を
彩
る
「
仙
台
七
夕

ま
つ
り
」、12
月
は
市
中
心
部

の
ケ
ヤ
キ
並
木
が
幻
想
的
な

光
に
包
ま
れ
る
「
光
の
ペ
ー

ジ
ェ
ン
ト
」
な
ど
、
季
節
を

彩
る
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
開

催
さ
れ
ま
す
。
東
京
か
ら
新

幹
線
で
約
１
時
間
半
と
い
う

立
地
で
す
の
で
、
皆
様
、
ぜ

ひ
と
も
仙
台
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。 議

長
の
話

議
長
の
話

仙

台

市

部
会
長
市
紹
介

第8回第 8回

幕
を
下
ろ
し
た
。

橋
はしもとけいいち

本啓一 議長

▼
議
長

▽
東
根	

細
矢
俊
博（
8・3
）

▽
摂
津	

水
谷　
毅（
9・28
）

▽
角
田	

馬
場
道
晴（
10・2
）

▽
天
童	

遠
藤
敬
知（
10・6
）

▽
長
野	

西
沢
利
一（
10・10
）

▽
交
野	

三
浦
美
代
子（
10・10
）

▽
草
津	

山
元
宏
和（
10・10
）

▽
稲
沢	

六
鹿
順
二（
10・11
）

▽
箕
面	

神
代
繁
近（
10・11
）

▽
葛
飾　

	

伊
藤
よ
し
の
り（
10・12
）

▽
伊
東	

中
島
弘
道（
10・12
）

▽
小
牧	

舟
橋
秀
和（
10・12
）

▽
大
仙	

古
谷
武
美（
10・13
）

▽
阪
南	

畑
中　
譲（
10・18
）

▽
韮
崎	

清
水
康
雄（
10・19
）

▼
副
議
長

▽
東
根	

片
桐
勝
寿（
8・3
）

▽
摂
津	

松
本
暁
彦（
9・28
）

▽
角
田	

堀
田
孝
一（
10・2
）

▽
天
童	

武
田
正
二（
10・6
）

▽
長
野	

北
沢
哲
也（
10・10
）

▽
交
野	

松
村
紘
子（
10・10
）

▽
草
津	

中
島
美
徳（
10・10
）

▽
稲
沢	

津
田
敏
樹（
10・11
）

▽
箕
面	

田
中
真
由
美（
10・11
）

▽
葛
飾　

	

下
山
し
ん
い
ち（
10・12
）

▽
伊
東	

青
木
敬
博（
10・12
）

▽
小
牧	

木
村
哲
也（
10・12
）

▽
大
仙　	

大
山
利
吉（
10・13
）

▽
阪
南	

岡
や
よ
い（
10・18
）

▽
韮
崎	

金
井
洋
介（
10・19
）

▼
事
務
局
長

▽
桑
名	

山
口
勝
國（
4・1
）

▽
小
野	

大
橋
淳
一（
10・1
）

▽
加
西	

後
藤
光
彦（
10・10
）

議
会
人
事

11
月
５
日
は

「
津
波
防
災
の

日
」
に
定
め
ら

れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
平

成
23
年
３
月
11

日
の
東
日
本
大

震
災
を
教
訓
と

し
、
津
波
対
策

を
総
合
的
に
推

進
す
る
た
め
、
同
年
中
に
制

定
さ
れ
た
も
の
。

日
付
は
、安
政
元
年（
西
暦

１
８
５
４
年
）
11
月
５
日
の

安
政
南
海
地
震
で
和
歌
山
県

を
津
波
が
襲
っ
た
際
、
稲
に

火
を
つ
け
、
暗
闇
の
中
で
逃

げ
遅
れ
て
い
た
人
た
ち
を
高

台
に
避
難
さ
せ
て
命
を
救
っ

た
「
稲
む
ら
の
火
」
の
逸
話

に
ち
な
ん
で
い
る
。

ま
た
、
平
成
28
年
12
月
22

日
に
は
国
連
総
会
で
、
日
本

を
は
じ
め
１
４
２
カ
国
の
共

同
提
案
に
よ
り
、
11
月
5
日

を
「
世
界
津
波
の
日
」
と
す

る
決
議
が
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
11
月
5
日
を
含
む
10

月
14
日
か
ら
11
月
19
日
の
間
、

資料：内閣府ウェブサイトより

11月5日
津波防災の日津波防災の日

世界津波の日世界津波の日

内
閣
府
や
地
方
公
共
団
体
、

民
間
企
業
な
ど
が
主
催
す
る

啓
発
イ
ベ
ン
ト
や
津
波
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
。



全 国 市 議 会 旬 報 第 2244 号（5）令和 5年 10月 25日号

巻頭言
■ 未来像を描いて「行動する議会」へ
	 第３３次地方制度調査会会長
	 /住友林業代表取締役会長
	 市 川 　 晃

■ 特集
▶ 議員報酬を考え充実させるとき
	 大正大学社会共生学部
	 公共政策学科教授
	 江 藤 俊 昭

▶ 「活動内容を踏まえた原価方式」
のスゝ メ
全国町村議会議長会	議事調査部長
	 飯 田 　 厚

▶ 「議員報酬」は仕事に見合っているか？
	 神奈川県横須賀市議会議員
	 小 林 伸 行

▶ 市議会の任期を終えて議員報酬と
なり手不足を考える
	 前夕張市議会議員/司法書士
	 今 川 和 哉

■ 現地報告
沖縄県読谷村／豊富化した議員活
動を議員報酬に反映する 読゙谷村
式活動量仕分け″
	 沖縄県読谷村議会議長
	 伊 波 　 篤
秋田県井川町/議会改革と議員報
酬を適切な水準にするために
	 秋田県井川町議会議長
	 遠 藤 政 勝
鹿児島県霧島市/議員報酬アップで
なり手もぐんぐんアップ
	 鹿児島県霧島市議会議長
	 阿 多 己 清

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

A４判・68頁・定価831円（年間購読料 9,972円）
議員研修誌 月刊 地方議会人 2023

10 １月号	 持続的に発展する日本へ
２月号	 デジタル化は誰のため？
３月号	 地方の視点から見てみよう、新年度政府予算
４月号	 こども政策の新展開　
５月号	 政策づくりのポイントとは？　
６月号	 さまざまな人材を、地方議会へ！
７月号	 防災マネジメント　関東大震災から 100 年　
８月号	 統一地方選・検証
９月号　議員間合意のつくりかた

2023 年バックナンバー覧 その他の年は
こちら！▶▶　

■ 特集
▶ 地方議員の政策づくり、6つの戦略

「政策に強い議員」 をめざそう／礒崎初仁
■ 現地報告　岩手県奥州市議会
▶ 民意実現のためにスピード重視の政策へ／菅原由和
▶ 宮田村むらづくり基本条例に基づき
　 持続的な議会改革を／天野早人
■ 連載（議会運営講座） 
▶ 一般質問パワーアップ・ブック
　 いかに政策に結びつけるか／牛山久仁彦
■ 連載（広報・研修資料） 
▶ 議会広報紙を見やすく、わかりやすく／吉村　潔

「月刊	地方議会人」サンプル版ではデジタルブッ
クで地方議会議員・議会事務局の方々に好評の特
集、現地報告 2本、連載 2本を「無料」で読むこと
ができます！デジタルブックサンプル版の内容は
下記のとおりです。

サンプル版は
こちら！▶▶　「月刊 地方議会人」デジタルブック

サンプル版はじめました！

※ 過去の特集・連載など必要な号だけのご注文もできます。

お気軽にお問合せください
TEL  03 ― 3264 ― 2520 メールでのお問い合わせはこちら

9:30 ― 17:30（土・日・祝日除く）受付
時間

〒102-0082
東京都千代田区一番町25番地
全国町村議員会館3F

株式会社  中 央 文 化 社
http://chuobunkasha.com/

▶

ご購入に際しての「お申し込み」

中央文化社のホームページよりお申し込みください

地方議会には地方自治法や会議規則などさまざまなルールがあ
り、一読しただけで理解するのはとても困難です。本書は毎回テー
マを定め、Q＆A形式で重要なポイントを解説しています。

難解な法令・条例・行政実例の理解を助け、地方議員の皆様の
議会活動をサポートし、議会運営の疑問に答える書籍となります。

議員の方々だけでなく、議会事務局の方々にとってもQ&A形式
で重要なポイントがわかりやすく理解できます！

鵜沼 信二　著 （元全国都道府県議会議⻑会事務局次⻑）
価格　2,750円 （税込・送料別）
Ａ５判　204頁 （2023年9月22日発行）

ポ イ ン ト 別 で わ か り や す い！ 
地 方 議 会・ 議 員 の 基 礎 知 識　

第 1回	議会・議員の役割と長との	
関係／議員の身分の発生と	
喪失

第 2回	兼業禁止（請負禁止）
第 3回	議員の地位と処遇
第 4回	議員の仕事
第 5回	日常の議員活動
第 6回	視察
第 7回	議会の権限
第 8回	議員の権限

第 9回	議員の権限 （2）
第10回	懲罰と処分要求
第11回	議会の招集と会期
第12回	議案の提出と審議
第13回	質問と質疑
第14回	動議
第15回	請願・陳情
第16回	除斥
第17回	修正
第18回	修正、事件の撤回及び訂正

第19回	討論
第20回	表決（採決）
第21回	発言の取り消しと訂正
第22回	委員会（制度編）
第23回	委員会（運営編）
第24回	一事不再議の原則
第25回	継続審査（調査）制度
第26回	会議の公開と秘密会
第27回	議会と長の関係

難解な法令・条例・行政実例の理解を助け、
議員活動・議会運営力アップには…

中央文化社の
新刊のご案内

目　次

「議員報酬」を考える ２
特　集

http://chuobunkasha.com/%e3%81%9d%e3%81%ae%e4%bb%96%e3%82%b5%e3%83%bc%e3%83%93%e3%82%b9/
http://chuobunkasha.com/%e3%81%9d%e3%81%ae%e4%bb%96%e3%82%b5%e3%83%bc%e3%83%93%e3%82%b9/
http://chuobunkasha.com/%e3%81%9d%e3%81%ae%e4%bb%96%e3%82%b5%e3%83%bc%e3%83%93%e3%82%b9/
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1
http://chuobunkasha.com/
http://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
http://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
http://chuobunkasha.com/%E8%B2%A9%E5%A3%B2%E6%9B%B8%E7%B1%8D/


令和 5年 10月 25日号（6）第 2244 号 全 国 市 議 会 旬 報

全国市議会議長会では、議員の皆さまが安心して議員活動を行うことができるよう、全国の市区議会議員
を対象とした団体補償制度や医療保険制度等の各種保険を用意しています。
本会では、本年5月から6月にかけて、議員の皆さまの福利厚生制度の充実を図るため、保険会社とともに全

国の市区議会議員向けに議員活動中の賠償事故に関するアンケート調査を実施しました。
本調査の結果では、ご回答があった約２，０００名のうち約７割の方から「議員活動中の賠償事故や争訟費用

に備えることができる保険があった場合、加入を検討したい」とのご回答をいただいたところであります。
このような調査結果等を踏まえ、本年１２月から、新たに議員活動中やプライベートの様々な賠償事故に備
える「議員賠償責任保険」の取扱いを開始することといたしました。
市区議会議員の皆さまにおかれましては、病気やケガ等のリスクに備えた団体補償制度や医療保険制度等

と併せて、より一層安心して議員活動を行っていただくため、この機に、是非とも議員賠償責任保険への加入に
つきましてもご検討いただきますようお願い申し上げます。

（新制度）令和５年１２月開始

議 員 賠 償 責 任 保 険 のご 案 内

SJ23-09138(2023.10.23)

個人情報漏えいによる
損害賠償

国家賠償法による
求償

議員勇退後も
5年間補償

議会での発言や資料により、個人情報を漏えい
されたとして損害賠償を請求された場合、補償
の対象になります。

険保の中務政 ※ 金額は1,000万円（期間中限
度額）となります。

国または地方公共団体に損害賠償責任が生じ、
議員に故意または重大な過失があった場合、地
方公共団体は、その議員に対して求償権（請求
する権利）を有します。仮に地方公共団体が議
員へ求償したときも、本保険の対象となります。

勇退された日の属する保険期間末日まで保険に
ご加入いただくと、その保険期間末日から５年
間の損害賠償請求期間延長特約が自動的に
付帯されます。

りおてし付受は退脱途中に的本基りよにれこ ※
ません。

職務 職務 職務政務

職務中の発言による
名誉き損

セクハラ・パワハラの
争訟費用

第三者への賠償

議会での発言が名誉き損だとして訴訟が提起
された場合も補償の対象となります。

の員議会国るいてれらめ定に条15第法憲 ※
免責特権は、地方議員にまで拡大解釈をし
ないとの過去判例があります。

セクシャルハラスメント・パワーハラスメントで
訴訟を提起された場合の争訟費用（損害賠償
金は対象外）も本保険の対象となります。

や合場るす因起に意故の者険保被しだた ※
犯罪行為は除きます。

険保の中務政 ※ 金額は1,000万円（期間中限
度額）となります。

職務中、政務中、プライベートを問わず、他人に
ケガを負わせた場合や他人の財物を壊した
場合の損害賠償金を補償します。

。すまき除は故事車動自 ※
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職務 政務

プライベート

１ 制度内容について （取扱代理店） ㈲都市企画センター 〒１62-0822 東京都新宿区下宮比町2-28-328 TEL 03-526１-8539（受付時間：平日 9:00～１7:00）
  （引受幹事会社） 損害保険ジャパン株式会社 〒１60-8338 東京都新宿区西新宿１-26-１ TEL 03-3349-5408（受付時間：平日 9:00～１7:00）
2 その他  全国市議会議長会 総務部 〒１02-0093 東京都千代田区平河町2-4-2 TEL 03-3262-5233（受付時間：平日 9:00～１7:00）

お問い合わせ先

公務員賠償責任保険・施設所有管理者賠償責任保険・賠償責任保険個人特約

・職務中の発言による名誉き損	 ・個人情報漏えいによる損害賠償
・セクハラ・パワハラの争訟費用	・国家賠償法による求償
・第三者への賠償	 ・議員勇退後も５年間補償　
損害賠償⾦および争訟費用等

（一連の損害賠償請求あたりの支払限度額） 2億円限度（注）

職務中の事故に関する初期対応費用（期間中限度額） 500万円限度

（注） 1 年間の保険期間における保険⾦支払限度額（期間中限度額）は 2 億円と
なります。（損害賠償⾦、争訟費用等を合算しての限度額です。）ただし、政
務中の個人情報漏えい、セクシャルハラスメント・パワーハラスメントについての
保険⾦額は 1,000 万円（期間中限度額）とします。

議員活動中も含む２４時間の賠償	
リスクを補償

主な補償内容令和 5年１２月１日（午後４時）～
令和 6年１２月１日（午後４時）
（以降、毎年自動継続）

保 険 期 間

令和５年１０月１６日（月）～
	 １１月３０日（木）
（申込期限後も毎月加入可能）

募 集 期 間

年間 19,800 円
（クレジットカードによる一括払）

保 険 料

専用ウェブサイトからのお申込
（スマートフォンやＰＣにおける加入手続き、	
決済加入内容の閲覧が可能）

加 入 手 続

こちらよりお進みくださいパンフレットのダウンロード及びご加入のお手続き https://dantai.sompo-japan.co.jp/lp/shigikai/baisyo/

このご案内は概要を説明したものです。
ご不明な点は、取扱代理店または損保ジャパンまでお問合せください。

パ ン フ レ ッ ト の 
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